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〈マスコミ関係者へのお願い〉
※県電ホールは駐車場がありませんので公共交通機関等でお越しください。
※ 取材について：
　　・交流会（第1部、第2部）は報道関係者を対象に公開します（傍聴・取材可）
　　・取材を希望される場合は事前に以下の問い合わせ先か、当日受付まで
　　　お申し込みください。

　国土交通省

九州地方整備局　宮崎河川国道事務所
　　　　　　　　　　　　延岡河川国道事務所

　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人みやざき技術士の会

令和 元年 １１ １９

発表記者クラブ

宮崎県政記者クラブ・宮崎市政記者クラブ・延岡記者クラブ

問い合わせ先
国土交通省　九州地方整備局　宮崎河川国道事務所

TEL:０９８５－２４－８２２１（代表）
総括地域防災調整官　　平原

記 者 発 表 資 料

令和元年度　みやざき女性技術者交流会　の開催

～「災害」をテーマに女性技術者が意見交換会～

　本交流会は、宮崎県内の土木、建築、造園、物質工学、機械、電気電子など
様々な分野で働く女性技術者や技術職を目指す女性を対象に、女性技術者同士の
交流を深めるとともに、技術者としての知識、意識の向上や働き方など、楽しく
学び考え、研鑚しあうための揚をつくることを目的として開催します。

　昨年度、宮崎県内で初めて実施し60名程度の女性技術者の参加がありました。
　本年度は、災害をテーマにして、災害時女性が直面する問題等を知り、女性技
術者として何ができるのか考えながら意見交換を行う予定です。

1. 日　　　時：　令和元年11月29日（金）10：00 ～ 17：00
2. 場　　　所：　宮崎県企業局県電ホールほか（位置図参照）
3. 参加予定者：　宮崎県内で働く・働きたい女性技術者
4. 内　　　容：　（第1部）　10：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　展示・組み立て体験
　　　　　　　　　　　スクエアパネルで災害時の家具（ベッド・テーブル・掲示
　　　　　　　　　　　板等）を製作体験します。
　　　　　　　　（第２部）　13：30 ～ 17：00
　　　　　　　　　　・話題提供
　　　　　　　　　　・講演「災害時私たちに何ができるか～女性の視点から～」
　　　　　　　　　　　　講師：中嶋　玲子さん
　　　　　　　　　　　　　　　福岡県男女共同参画センター館長を勤め、
　　　　　　　　　　　　　　　退任後は経験を活かし全国各地で講演活動を展開。
　　　　　　　　　　　　　　　平成29年に九州北部豪雨で自らが被災。
　　　　　　　　　　　　　　　平成31年4月より福岡県議会議員として活動中。

　　　　　　　　　　・意見交換会



令和元年 11 月 29 日（金）

第 1部（１０：００～１２：００）
○展示・組み立て体験

　スクエアパネルで災害時の家具（ベッド・

テーブル・掲示板等）を製作体験します。

※インパクトドライバをお持ちの方はご持参ください。

【申し込み・問い合わせ】
所属、お名前、電話番号、メールアドレス、第
１部、第２部、第３部の出欠を以下までお送り
ください。

Email　t-kudo@net-design.co.jp
TEL   　090-1169-1809（工藤）
FAX      0985-71-2955 

第２部（１3：3０～１７：００）第 1部（１０：００～１２：００） 第２部（１3：3０～１７：００）
○話題提供：近年の災害と南海トラフ地震
 　　　　　　　宮崎県 危機管理課
○講　　演：『災害時私たちに何ができるか
　　　　　　　　　　　　～女性の視点から～』
　　　　　　　講師　中嶋 玲子さん
〇質疑応答
○意見交換会

第３部　懇親会（１8：3０～）
　宮崎市内にて　会費 4,000 円程度

（主催）TEGE ウーマンMiyazaki
（協力）NPO法人みやざき技術士の会
　　　  海野建設株式会社、公益活動団体コンパス

（共催）国土交通省九州地方整備局
　　　  宮崎河川国道事務所、延岡河川国道事務所
　　　  宮崎県、TEGE ウーマンMiyazaki
（協力）NPO法人みやざき技術士の会

令和元年 11 月 29 日（金）
宮崎県企業局　県電ホール宮崎県企業局　県電ホール

参加費無料　定員 60 名参加費無料　定員 60 名

（講師紹介）中嶋 玲子さん

　平成 17 年から 24 年まで福岡県

男女共同参画センター館長を勤め、

退任後は経験を活かし全国各地で

講演活動を展開。平成 29 年に九州

北部豪雨で自らも被災したことが

きっかけで、地域の復旧・復興を掲げ平成 31 年 4 月

の県議会議員選挙に出馬し当選。現在は県議会議員

として活動中。

いつ起こるかわからない災害

そのとき、

私たちは、家庭、地域、職場で何ができるのだろう？
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　今回は、被災体験などを通して、多様な場面で女
性が関わることの大切さなどについて、お話しいた
だきます。
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令和元年度　みやざき女性技術者交流会　with 九 WE 会
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